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 【緒言】(K,Na)NbO3膜は環境適応性の高い非鉛圧電体の中で、比較的高い圧電性を有しており、

多くの研究がなされている。種々の作製法の中で、水熱法は 300°C 以下の低温で作製が可能なた

め、製膜時の熱歪が小さく、焼結体の成形や通常の薄膜作製法では対応しにくい 2- 100 μmの広い

膜厚範囲の配向体の作製が可能である[1]。また、我々は水熱法で作製したままの(K,Na)NbO3 厚膜

は分極処理を必要としない自己分極膜であることを報告してきた[2]。圧電薄膜は応力印加による

正圧電効果と電圧印加による逆圧電効果を利用してハーベスタやアクチュエータといった幅広い

デバイスに応用されている。ハーベスタ応用では、膜厚の増加により圧電膜の体積が増加するこ

とにより発電量の増加が期待でき、アクチュエータ応用においては膜厚の増加により印加可能電

圧が増加するので、振動速度の向上が見込める。 

我々は、自己分極した配向制御厚膜が作製できる水熱合成法の特長を活かし、(K,Na)NbO3厚膜

の発電特性と振動特性を評価したので報告する。 

【実験方法】Nb2O5 粉末および KOH と NaOH の混合溶液を出発原料とし、水熱合成法で、

(100)cSrRuO3//(100)SrTiO3基板上に 240C で(K0.88Na0.12)NbO3膜を製膜し、得られた試料を短冊状に

加工した。発電特性評価においては短冊状の試料の一端を固定して先端に 0.5 gの錘を付けた片持

ち梁のたわみ振動発電素子を作製し、加振した際の発電量を評価した。振動特性評価においては

中央保持両端自由の縦振動子を作製し、電圧を印加した際の振動速度を評価した。 

【結果と考察】図 1は、膜厚 4 µmの試料の最適負荷抵抗 71 kΩにおける印加加速度 0.1 m/s2で

の発電特性を示す。共振周波数 481 Hzにおいて発電量 109 nWを得た。図 2は膜厚 2 µmの試料

の印加電圧 1.5 V での振動特性を示す。共振周波数 240 kHzにおいて振動速度 19.4 mm/sを得た。

当日は機械的品質係数や電気機械結合係数を含め、各デバイスの出力の膜厚依存性について議論

する。 
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Fig. 1 Output power as a function of driving frequency 
measured at 0.1 m/s2 for 

Pt/(K0.88Na0.12)NbO3//(100)cSrRuO3//(100)SrTiO3 
harvester. 

Fig. 2 Vibration velocity as a function of 
driving frequency measured at 1.5 V for 

Pt/(K0.88Na0.12)NbO3//(100)cSrRuO3//(100)SrTi
O3 vibrator. 
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